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旧
八
木
町
の
中
川
泰

宏
衆
議
院
議
員
の
「
固
定

資
産
税
問
題
」
に
つ
い
て

質
問
す
る
。

　
居
宅
の
保
存
登
記
は
、
平

成
17
年
12
月
に
行
わ
れ
て

い
る
の
に
、
な
ぜ
18
年
度

固
定
資
産
税
を
課
税
し
な

か
っ
た
の
か
。

　
岸
上
副
市
長
は
、
N
H
K

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
何

も
知
ら
な
か
っ
た
」
か
の

よ
う
な
発
言
を
さ
れ
た
が
、

こ
の
よ
う
な
重
大
な
問
題

が
、
時
の
町
長
に
知
ら
さ

れ
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ

問

と
は
常
識
で
は
考
え
ら
れ

な
い
が
、
ど
の
よ
う
に
認

識
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

結
果
的
に
課
税
客

体
の
把
握
が
で
き
て
い
な

か
っ
た
こ
と
は
、
行
政
責

任
が
あ
っ
た
と
認
識
し
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　

住
民
か
ら

課
税
さ
れ
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
声
を
聞

き
、
府
税
務
課
に
問
い
合

わ
せ
た
覚
え
は
あ
る
。
し

か
し
、
居
宅
は
昭
和
63
年

に
建
築
さ
れ
て
お
り
、
課

税
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
と

市
長

岸
上
副
市
長

は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
。

　
　
南
丹
・
京
丹
波
地
区
土

地
開
発
公
社
の
債
務
残
高

は
、
40
億
円
と
な
っ
て
い

る
。
利
子
が
利
子
を
生
む

雪
だ
る
ま
状
態
と
な
っ
て

い
る
「
塩
漬
け
土
地
」
に

つ
い
て
、
財
政
は
厳
し
い

が
、
こ
の
ま
ま
放
置
す
る

こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
考

え
る
が
市
長
の
見
解
は
。

　
　
　

今
後
ど
う
し
て
も

処
分
が
見
込
め
な
い
土
地

に
つ
い
て
は
、
当
初
計
画

を
見
直
し
売
却
す
る
か
、
市

が
行
う
他
の
事
業
に
活
用

問市
長

す
る
な
ど
、
早
急
に
検
討

し
た
い
。

　
　
18
年
度
決
算
は
、
合
併

協
議
会
で
多
く
の
労
力
を

費
や
し
て
作
成
し
た
「
新

市
建
設
計
画
」
や
「
合
併

協
定
」
に
照
ら
し
て
ど
う

で
あ
っ
た
の
か
を
検
証
す

べ
き
だ
が
、
そ
の
視
点
が

決
算
報
告
書
に
は
一
切
ふ

れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
市

長
の
見
解
は
。

　
　
　

新
た
な
事
業
、
20
年

度
予
算
に
生
か
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問市
長

　
　
現
在
の
本
庁
舎
は
旧
園

部
小
学
校
を
再
利
用
し
た
も

の
で
、
使
い
勝
手
や
住
民
の

方
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
や
す

い
施
設
と
は
決
し
て
い
え
な

い
。
そ
こ
で
市
長
の
強
い
要

望
で
、
今
期
、
行
財
政
改
革

の一
環
と
し
て
組
織
編
成
が
さ

れ
、
三
支
所
か
ら
の
移
動
に

よ
り
本
庁
職
員
が
60
名
増
員

さ
れ
た
。
手
狭
な
ス
ペ
ー
ス
の

中
、
効
率
の
良
い
住
民
サ
ー

ビ
ス
が
さ
れ
る
の
か
、
増
築
し

て
は
い
か
が
な
も
の
か
、
ま
た

本
庁
舎
の
建
て
替
え
、
耐
震

性
に
つ
い
て
も
疑
問
で
あ
る
。

問

災
害
時
に
市
民
に
対
応
で
き

る
の
か
。

　
　
　

課
と
部
の
連
携
が
図

り
や
す
い
配
置
に
し
て
、
各

課
か
ら
市
民
サ
ー
ビ
ス
、
事

務
効
率
面
を
検
討
し
た
結

果
、
現
状
の
配
置
に
し
、
混

乱
も
な
く
活
用
し
て
い
る
。

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
財

源
不
足
に
つ
き
当
分
で
き
な

い
。

　
　
園
部
町
内
の
普
通
財

産
、
平
成
台
土
地
問
題
は
以

前
に
質
問
し
た
。
今
回
は
日

吉
町
及
び
八
木
町
の
空
地

の
、
日
吉
町
木
住
、
殿
田
大

市
長

問

貝
の
山
林
に
つ
い
て
、
現
況
、

今
後
ど
の
よ
う
な
解
決
を
考

え
て
い
る
の
か
。
胡
麻
の
工

場
用
地
跡
、
保
野
田
桂
の
宅

地
等
の
処
分
に
つ
い
て
、
市

と
し
て
の
対
応
は
仲
村
副
市

長
に
問
う
。
ま
た
、
公
社
借

入
金
37
億
円
の
金
利
は
膨
大

で
あ
る
。
一
日
も
早
い
解
決
を

望
む
。

む
。　
　
　
　

保
野
田
の
土

地
は
旧
町
時
代
に
ダ
ム
の
移

転
地
確
保
の
た
め
代
替
用
地

と
し
て
購
入
し
た
が
、
他
町

へ
移
転
さ
れ
残
地
と
し
て
残
っ

て
い
る
。
経
済
情
勢
社
会
情

仲
村
副
市
長

勢
の
変
化
の
中
で
処
分
が
難

し
い
。
今
後
当
然
南
丹
市
と

し
て
処
分
有
効
利
用
等
に
つ

い
て
協
議
し
、
解
決
を
考
え

て
い
る
。
日
吉
町
東
胡
麻
工

場
用
地
は
公
社
資
金
で
購
入

し
先
行
取
得
し
て
い
る
。
一日

も
早
く
処
分
等
考
え
て
い
き

た
い
。

　
　
　
　
　
　

八
木
町
の
場

合
、
バ
ブ
ル
期
に
先
行
取
得

し
た
土
地
が
か
な
り
細
か
く

残
って
い
る
。
処
分
対
象
に
な

る
と
こ
ろ
も
多
く
あ
る
。
処

分
等
、
皆
さ
ん
と一緒
に
な
り

検
討
し
て
い
き
た
い
。　

岸
上
副
市
長

本庁舎の増築や
建て替えは

財源不足のため当分できない
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森　　嘉三 議員
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南
丹
市
を
通
る
殿
田

|
神
吉
|
越
畑
断
層
に
つ

い
て
の
調
査
報
告
結
果
が

新
聞
報
道
さ
れ
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
地
震
に
よ
る
甚

大
な
被
害
が
予
想
さ
れ
る
。

地
震
や
台
風
な
ど
大
規
模

災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か

分
か
ら
な
い
。
本
市
で
は

消
防
団
の
日
頃
か
ら
の
活

動
に
よ
り
老
人
な
ど
の
災

害
弱
者
は
把
握
さ
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
が
、
要
援

護
者
名
簿
の
作
成
は
不
可

欠
で
あ
る
。

　
個
人
情
報
保
護
条
例
な

問

ど
の
関
係
も
あ
り
、
要
援

護
者
名
簿
の
作
成
が
完
了

し
て
い
る
の
は
、
府
下
で

8
市
町
で
あ
る
が
、
本
市

で
の
要
援
護
者
名
簿
作
成

の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　

防
災
関
係
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
避
難

計
画
の
作
成
な
ど
、
支
援

体
制
の
整
備
を
し
て
い
く

と
と
も
に
、
年
度
内
に
要

援
護
者
名
簿
を
作
成
す
る
。

　
　
ク
マ
ハ
ギ
被
害
は

年
々
増
加
し
て
い
る
。
こ

れ
は
森
林
の
荒
廃
と
同
時

に
木
材
の
商
品
価
値
を
奪

市
長

問

い
、
植
林
・
枝
う
ち
・
除

間
伐
な
ど
を
通
し
て
永
年

育
て
て
き
た
林
家
の
営
林

意
欲
ま
で
奪
い
取
っ
て
し

ま
う
。

　
昨
年
、
美
山
管
内
で
は

百
件
近
い
ク
マ
に
関
す
る

通
報
が
あ
っ
た
。
人
家
近

く
へ
の
出
没
に
よ
り
、
通

学
児
童
な
ど
へ
の
人
身
被

害
が
心
配
さ
れ
て
い
る
。

　
府
は
本
年
4
月
か
ら
5

年
間
を
期
間
と
す
る
ク
マ

の
保
護
を
目
的
と
し
た「
特

定
鳥
獣
保
護
計
画
」
を
策

定
し
た
。
死
亡
事
故
な
ど

人
身
被
害
が
発
生
す
る
前

に
、
ま
た
、
1
度
目
の
発

見
で
も
ク
マ
を
捕
殺
で
き

る
な
ど
、
期
間
の
変
更
も

含
め
計
画
の
見
直
し
を
、

府
へ
の
要
望
を
求
め
る
が
、

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

 

以
前
か
ら
知
事
へ

の
要
望
も
し
て
き
た
。
人

命
を
最
優
先
し
、
住
民
の

安
心
・
安
全
を
確
保
す
る

た
め
に
も
、
引
き
続
き
府

に
対
し
要
望
を
し
て
い
く
。

市
長

深刻なクマハギ被害

「特定鳥獣保護計画」の
見直しは

今後も引き続いて、府に要望していく市長

　
　
新
し
い
農
政
問
題
に

つ
い
て
本
年
度
か
ら
実
施

さ
れ
る
、
農
地
・
水
・
環

境
保
全
向
上
対
策
事
業
に

つ
い
て
は
、
南
丹
市
各
集

落
で
取
り
組
み
さ
れ
て
い

る
が
、
果
し
て
、
こ
の
制

度
で
充
分
と
言
え
る
の
か
。

10
ア
ー
ル
当
り
4
4
0
0

円
の
補
助
金
を
増
額
す
る

よ
う
国
・
府
に
要
望
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
。
ま

た
、
事
務
処
理
に
お
い
て

も
大
変
と
聞
く
が
、
市
長

の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

農
地
・
水
・
環
境

問市
長

保
全
向
上
対
策
に
つ
い
て

は
、
農
家
と
地
域
住
民
一

体
の
事
業
で
画
期
的
な
事

業
で
多
く
の
集
落
が
取
り

組
み
、
理
解
を
い
た
だ
い

て
い
る
。
本
庁
・
支
所
が

連
携
を
密
に
し
て
対
応
し

て
い
き
、
今
後
の
状
況
を

見
て
国
・
府
に
要
望
し
て

い
く
。

　
　
有
害
鳥
獣
対
策
で
は
、

被
害
の
起
こ
る
原
因
で
あ

る
里
山
・
里
地
の
環
境
整

備
が
必
要
と
思
う
が
見
解

を
伺
う
。

　
　
　 

獣
害
問
題
に
つ
い

問市
長

て
も
対
策
を
立
て
な
が
ら

里
山
・
里
地
の
整
備
に
つ

い
て
国
・
府
の
支
援
を
取

り
付
け
、
そ
の
事
業
の
取

り
組
み
も
検
討
し
た
い
。

　
　
園
部
平
屋
線
の
改
修

の
見
通
し
に
つ
い
て
、
府

等
へ
の
要
請
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
　

 

園
部
平
屋
線
の
改

修
に
つ
い
て
は
、
早
期
の

改
修
実
現
に
向
け
、
関
係

機
関
に
強
く
要
望
を
続
け

た
い
。

問市
長

「農地・水・環境保全向上対策事業」地元代表者説明会

農地・水・環境保全向上
対策事業の見直しは

支所と連携を密にし対応していく

活緑クラブ
藤井日出夫 議員

市長

多くの市民が訪れる本庁窓口 公平な課税が求められる税務課

南風会
小中　昭 議員
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